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　谷戸山公園でもススキが穂を伸ばす季節になりました。とくに「野鳥の

原っぱ」では、毎年一面に見られます。ススキを通して見上げる青空は何

かとてもなつかしい感じがします。

　今回は秋の七草※の１つでもあるススキと、ススキによく似たオギにつ

いてご紹介します。

ススキとオギ 
　ススキは、イネ科の大型多年草で山野に多く見られる植物

です。でも、谷戸山にはススキだけでなく、よく似た植物オ

ギも見られます。両方を探してくらべてみましょう。　 

●参考文献：「野草ハンドブック・３　秋の花」山と渓谷社　「原色牧野植物大図鑑」　北隆館　　　●協力：谷戸山学生ボランティアぼらぼら 

穂をにぎってみると少し

ごつごつした感じがする。

花が咲いたあとに白いふ

さふさした穂になる。

穂をにぎってみると、

やわらかく、フワフワ

した感じがする。銀白

色をしている。

地下茎が長く地中を横に

這い、そこから1本ずつ

茎が出てくる。

●オギ
おもに河原などの湿った場所に見ら

れます。

園内では休耕田などで見られます。

ススキと十五夜
　ススキと言えばやっぱ
りお月見ですね。昔は、7
～9月が秋で、8月は秋の
真ん中「中秋」で、特に月
が美しいと言われていました。
　そこで「中秋の名月」としてお
月見をしていたようです。ススキを収穫物と一緒
に供えるのは、収穫物を悪霊から守り、翌年の豊
作を祈願するためであると言われています。また、

供えたススキを家の軒に吊しておくと、一年間
病気をしないという言い伝えもあるそうです。 
 
ススキの語源
　葉の形から、まっすぐに「すくすく立つ木
（草）」という意味からの説、古代の神楽でさや
さやと鳴らした「すすけ」が語源と言う説などが
ありますが、はっきりしません。また、ススキの
別名としては「尾花(おばな)」や「カヤ」などが
あります。 

生活に密着していたススキ
　万葉集にも歌われている「尾花」。古くは「炭俵」
の材料として利用され、多くの農民の役に立って
きた植物でもあります。晩秋に枯れたススキを刈
り取って、四角い俵にし、炭焼き小屋で焼いた木
炭を詰めて出荷していたそうです。 
　今では炭俵を見かけることはほとんどなくなり、
空き地の邪魔者でしかなくなってしまいましたが、
昔は冬には欠かせない「炭の梱包材」として大活
躍していました。 

ススキ豆知識  

●ススキ
山や平地の草原のいたるところに見られます。

園内では「野鳥の原っぱ」などで見られます。

花期：8〜10月

根茎が短いので株状にな

り、根元からたくさんの

茎が出るので大きな株に

なる。

小穂の元には、それとほぼ

同じ長さの白い毛がついて

おり、先には長くヒョロッ

と伸びた芒（ノギ）と呼ば

れるものがある。

小穂の元の毛は、小穂の2〜

4倍もの長さになり密生する。

芒（ノギ）はないか、あっ

ても短く目立たない。

※秋の七草：ススキ、ハギ、キキョウ、オミナエシ、クズ、ナデシコ、フジバカマ
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◎無断転載、コピー大歓迎です。 
　どんどんお使いください。 
◎みなさんが座間谷戸山公園でとった観察メモやイラ
　スト、小さな発見や気づいたこと、なんでもOK。管
　理事務所へ持ってきてください。谷戸山里山四季だ
　よりの記事や自然情報の中で紹介させていただきます。 

●市民参加ボランティア「里山保全隊」
・日　　時：9月20日（土）10：00～15：00　※雨天中止 
・集　　合：座間谷戸山公園　里山体験館前 
・申し込み：必要ありません。当日集合場所にお集まりください。 
・内　　容：「野鳥の原っぱ」でクズの除草などを行います。（予

定） 
・募集対象：里山保全のボランティア活動に興味のある方ならどな

たでも 
・持 ち 物：作業の出来る服装、タオル、昼食、飲み物、軍手 
・問い合わせ：公園管理事務所　TEL.046-257-8388 
 
●「グリーンタフ」定例自然観察会 
・日　　時：9月21日（日）13：00～15：00　 
　　　　　　※小雨決行、荒天中止 
・集　　合：座間谷戸山公園　里山体験館前 
・申し込み：必要ありません。当日集合場所にお集まりください。 
・問い合わせ：「グリーンタフ」（神奈川県自然観察指導員連絡会） 
　　　　　　　  代　表　一杉敏登　TEL.046-238-4355  

●ネイチャーゲーム
・日　　時：9月27日（土）10：00～12：00　※雨天中止 
・集　　合：座間谷戸山公園　パークセンター 
・申し込み：必要ありません。当日集合場所にお集まりください。 
・内　　容：五感を使ったゲームで谷戸山の自然に親しみます。 
・持 ち 物：動きやすい服装、筆記用具 
・問い合わせ：公園管理事務所　TEL.046-257-8388 

◎「やとやまログハウス」をご利用下さい  
　　管理詰所がパークセンターへ移転したのに伴い、ログハウスが
　園内でボランティア活動や行事を行う団体の活動スペース「やと
　やまログハウス」として、ご利用いただけるようになりました。
　広さは約40m2、15～20名程度での打合せができる机や椅子もあ
　ります。 
　　ご利用にあたっての詳しいことは、管理事務所までお問い合わ
　せください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎@谷戸山公園のウェブサイトをご覧下さい  
　谷戸山公園のウェブサイトでは、園内の紹介や、最新のイベント
情報、自然情報などを発信しています。皆さまから寄せられた写真
を使った「谷戸山生き物図鑑」も作成中です。また、これまでの四
季だよりのバックナンバーもご覧いただけます。ぜひアクセスして
みて下さい。 
　http://www.zamayatoyama.kanagawa-park.or.jp  
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小田急「座間駅」または、「相武台
前駅」からそれぞれ徒歩約15分 

ウェブサイト 
●http://www.zamayatoyama.kanagawa-park.or.jp　 
メールアドレス 
●yatoyama@kanagawa-park.or.jp

9月の案内板


